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南寧～昆明鉄道建設事業 連雲港墟溝港区第一期建設事業

■借款概要

■事業概要

既に飽和状態に達している昆明から南寧に至る路線

（貴昆線等）の輸送能力を補い、同国南部および沿岸

工業地域への石炭、コークス、燐鉱石等の資源供給量

を拡大するために電化新線を建設するもの。

■評価結果

本事業の南昆線は雲南省から広西壮族自治区に入る

最短ルートであり、1997年末の開通後、98年以降の貨

物輸送量推移状況は順調に増加し、特に、昆明から南

寧向けの2000年の輸送量（1,562万トン／年）は、2005

年の見込み量（1,300万トン／年）を超える状況となっ

ている。一方、在来線の状況についても、1998年の輸

送量は減少したが、1999年には再び増加している状況

であり、本事業は在来線の輸送能力増強に貢献してい

るといえる。

維持管理は、1997年4月以降、昆明鉄路局へ移管さ

れている。維持管理は予算内で行われているが、鉄道

部から地方鉄路局への資産移管は未了である。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

57,696百万円/40,776百万円

1991年10月～1995年1月

金利2.6%、返済30年（据置10年）

（最終借款契約は実行中）

南昆線昆明～昆明南間の陸橋

中　国

南寧～昆明鉄道建設事業

■借款概要

■事業概要

同国の経済発展に伴い急増する一般雑貨等の需要に

対応するため､江蘇省連雲港に1.5万トン級船舶を対象

とするバース（合計取扱能力210万トン/年）を建設す

るもの。

■評価結果

貨物取扱実績は完成後順調に当初目標を上回ってい

る。取扱品目は雑貨（軽工業製品、医療品、農林漁業

産物など）のほか、非金属鉱石、石炭、塩等が多い。

連雲港は江蘇省・河南省・山東省などの後背圏に広

範囲にわたり貨物の搬入・搬出先を有しており、鉄道

を主体とする交通網の整備を背景として、本事業での

同港整備が後背圏の発展に一定の寄与をしたと推察さ

れる。

維持管理は連雲港港務局傘下の第四港務公司が行な

っており、同公司は港務局の他部門や工場から人材を

転配するなど体制整備に努めているところである。

現状の収益性から見ると、投資額を回収するには長

期を要すると思われるが、今後も貨物取扱量が順調に

推移すれば経済性は向上し、持続性が保たれると見込

まれる。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

5,900百万円／4,898百万円

1992年10月

金利2.6％、返済30年(据置10年)

1997年11月

連雲港

中　国

連雲港墟溝港区第一期建設事業


